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 自然の基本原理を探求する基礎科学は、20 世紀に大きく進展しました。特に、

原子核および素粒子の分野で多くの画期的な発見があり、物質の最小単位であ

る素粒子の姿が明らかになりました。 

 それと並行して宇宙の分野でも様々な発見があり、ビッグバン宇宙論に代表

される宇宙進化の描像が確立しました。今日では、物質の最小単位の原子核・

素粒子と最大の単位である宇宙の振る舞いが密接に関係していることが明らか

になり、物理学と天文学は融合した総合的基礎科学へと発展したといえます。 

 

 こうした 20 世紀の知の発展において、日本の果たした役割は非常に大きいも

のがあります。ノーベル物理学賞を受賞した湯川・朝永そして小柴らの業績を

はじめとして、南部、小林・益川、インフレーションの佐藤らの理論分野にお

ける活躍、そして最近では素粒子物理学における非常に重要なブレークスルー

となった、ニュートリノの質量の発見、また日本のＢファクトリーにおける物

質・反物質非対称の起源にせまる実験成果により、世界中の目が日本に集まっ

ています。これからも、東海に建設中の大強度陽子加速器施設Ｊ−ＰＡＲＣや、

リニアコライダーなど、この分野において日本が更に世界をリードし続けるこ

との出来る環境が整いつつあるといえます。 

 

 その一方で、昨今、物理学を目指す若者は年々減少しております。1970 年に

は 90 パーセントを超えていた高校での物理履修率は、現在では 20 パーセント



台に大きく落ち込んでいるという報告もあります。これは大変深刻な問題です。

手をこまねいていれば、基礎科学の発展を担う人的資源が将来に不足すること

を意味し、わが国の未来に暗雲が立ち込めているといえます。 

 

元来、人は好奇心の塊であり、物を知ることに対する喜びは、人間の根源的

本性に根ざしたものであるといわれています。しかしながら、今日のわが国の

状況を見るに、国民がこの喜びから疎外され、科学が国民の手から取り上げら

れているといっても過言ではありません。われわれ研究者は何とかしてこの状

況を打開するために努力する義務があります。科学の楽しみや知る喜びを小学

生から大人まで広く享受してもらうための努力を直ちに開始しなければなりま

せん。 

 

このような状況認識の下に、我々素粒子・原子核を研究する研究者の有志は、

大学生を対象にした従来には無いサマースクールを、高エネルギー加速器研究

機構（KEK）にある施設を有効に利用する形で開催することにしました。 

 

このサマースクールでは、わが国の将来を担う若者、特に大学生を対象にし

て、世界の第一線で活躍する研究者による直接の研究紹介の場を設け、研究の

最先端に触れてもらうことにより、研究の喜びを実感する機会を提供し、意欲

を持てば自分たちも最先端の研究に参加できるのだということを体感してもら

おうと考えています。 

 

短い期間でも研究者と一緒に生活しながら、研究の一端を実際に担ってみるサ

マースクールという形式は、この目的のために非常に有効です。 

   

 このような趣旨のもとで、新しい知の枠組みの構築に挑戦する次世代の基礎

科学を担う若者たちの育成を目指して、高エネルギー加速器研究機構の施設を

使う「サマーチャレンジ」を企画しました。精選された課題実験を全国の若手

研究者のサポートのもとで行うことにより、自然と物理学に対する関心と理解

が深まるようプログラムを構成しています。この企画にお力添えいただきたく

お願い申し上げます。 

 


